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2016 年 4 月 3 日                   (八幡野コミュニティセンター) 

 

戦争法を廃止するために 

          －高田健さんの講演と交流の集い－ 

 

            【第一部、高田さんの講演－要旨－】 

 

はじめに 

 憲法違反の法案が成立して法律となっ

ても、それが憲法に違反することに変わ

りはない。憲法に反する法律が存在する

という異常な状態が続いている。 

 

(1)「新たな戦前」の時代 

①3 月 29 日、戦争法が施行された。この

日から日本は内閣の判断により海外で戦

争できることになった。合法的に戦争で

きる国になった。その手始めとなるのが

南スーダンだ。ここで戦っている中には

10 歳の子どももいる。自衛隊員は、その

子たちと戦うのである。 

②だが、５月に新たな任務を行うと言っ

ていたのが１１月に延びている。あれほど採決を

急いでいたのになぜか。参院選があることなど分

かっていたのになぜ延ばすのか。そこに国民の運

動の高まりがあった。 

③日本が海外の戦争に加われば、国内でテロが起

きる。IS は日本を敵と名指ししている。 

④アメリカの参戦要求を拒めるか。もし拒んだら

日米同盟が壊れる。このことを理由に、参戦する

しかないだろう。 

➄ソウルの人たちは戦争法を危惧している。自衛

隊が朝鮮半島にはいりこんでくるのではないか、

と。アジアでは、朝鮮半島での核をめぐる問題・中

国の海洋進出・自衛隊の南西諸島進出などの大き

な緊張が生じている。 

➅今、「新しい戦前」になろうとしてい

る。が、「戦前」と違うのは、今は反対

勢力が存在することだ。読売新聞の世

論調査では「安保法制評価」が 38%、

「評価しない」が 47%。憲法改正につ

いては、初めて「改憲しない」が「改

憲」を上回った。これは 2015 年の反

対運動＝２０１５年安保闘争の影響

だ。 

 

<安倍首相の改憲発言の意味> 

①安倍首相は在任中の改憲を公的に明

言した。彼の在任は 2018 年 9 月まで

だから、それまでに 2/3 をとる機会は、

今度の参議院選挙しかない。 

②安倍は2/3を取れなかったら辞めざるを得ない。

安倍を倒しても次の首相も同じような顔になるの

ではないか、という人もいる。決してそんなこと

はない。岸が倒れた後池田は路線変更せざるを得

なかった。安倍を倒すために、可能性があること

なら何でもやろう。 

③戦争法は無条件の戦争を認めていない。九条の

縛りがあるからだ。無条件の対外戦争を可能にす

るには改憲するしかない。安倍は戦争法の限界の

突破を狙っている。 

④それを阻止するためにも、一昨年・昨年来の私

たちの取り組みをふりかえりたい。 

 

(2)2015 年安保闘争の特徴 
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①2014 年末に、総がかり行動実行委員会が成立し

た。ここまで来るのに 1 年がかりではあったが、

すべての運動体・組織が手を結んで総がかりで取

り組むことになった。当初は３つに分かれていた

運動の分裂を克服して力が倍加した。1+1 が 5 に

も 6 にもなった。 

②特定の党派の運動ではないので、日弁連も、マ

マの会も、シールズも、個人であっても安心して

参加できる。 

③「2000 万署名」の呼びかけ団体に数多くの組織・

団体が参加している。これが「統一」署名であるこ

とに意味がある。全国どこでも同じ署名様式なの

だ。 

④多くの「自立した市民」が登場した。SNS の威

力が大きい。組織に属してはいなくとも、個人が

検索して集会を知ることが出来た。新聞広告も７

回出した。その費用は１億円近くかかったが、全

てカンパで集めた。新しく加わった市民が多かっ

た。一人の 100 歩よりも、100 人の一歩だ。 

➄国会包囲活動で非暴力を貫いた。騒乱を起こさ

ない、不当逮捕者やケガ人を一人も出さないこと

に細心の注意を払った。「国会へ突っ込もう」など

と詰め寄ってくる者もいたが取り合わない。高齢

者の参加や道案内にも気を配り、トイレの説明ま

で行った。今でも運動が続いているのは、このこ

とが大きい。 

➅国会議員・政党との連携を重視した。野党各党

へ共同行動を働きかけた。「国会のうちでも外でも

いっしょにやろう」と呼びかけた。 

⑦法案を阻止できなくとも、挫折するのではなく

直ちに立ち上がることができた。そして、市民連

合の結成につながった。市民団体が選挙に取り組

むのは初めてのことだ。 

 

(3)今後の課題 

①2 月 19 日、市民連合が後押しして、戦争法廃止

法案の共同提出と国政選挙での協力に野党各党が

合意した。これまでの苦労が実って本当にうれし

かった。 

②7月の参議院選挙に向けて 32の一人区で統一候

補を出す。必ず実現できる。当面の焦点は衆議院

北海道 5 区補欠選挙だ。 

③まず、戦争法廃止の 2000 万署名で世論をつく

る。その上に立って、5 月 3 日の憲法記念日には

全国で統一行動を行う。6 月 5 日には国会包囲行

動をやる。 

④そうした流れの中で、必ず参議院選挙を勝ち抜

いてアベ改憲を阻止しよう。一人一人がやれるこ

とは何でもやろう。 

※注 1 この「高田講演－要旨－」は講演をメモ

したノートを基に作成しました。 

※注 2 演題は重岡秀子さんが書いたものです。    

 

 

            【第二部、講演後の報告と質疑】  

司会(加藤) 

今、高田さんの方から話があって、総がかり行動

で 1+1 が 5 にも 6 にもなったよ、ということでし

た。もう一つは、市民が非暴力の運動の中に大挙

参加したよ、と。それから、国会議員・政党と連携

して運動の中で統一を促進したよ、と。また、運動

が発展していて、今度は戦争法廃止を目指そう、

そのために 2000 万署名を取り組んで、統一候補

を立てて参議院選に向かっていきましょう、と。

こんな話がありました。それを受けて、後半では

伊東のいろいろなところで運動を進めている方々

からまず報告をいただき、続いて質問や交流に移

っていきたいと思っています。それではまず三好

さん、お願いします。 



3 

 

三好 

こんにちは。川奈に住んでいる三好といいます。

市民ネットワークの事務局をしています。今日は

講演会に来ていただいてありがとうございます。 

 私は一市民としてどんな活動をしているか、と

いうことを報告させていただきます。私がやって

いることは 2000 万署名を集めることと 19 日行動

に参加すること、それから「市民ネットワーク」で

こういう会を開いたり、情報を伝えたり、という

ことをやっています。 

署名ですが、私は平和委員会とか九条の会に入

っていませんので、個人として署名を集めていま

す。2月から週を決めて、近所のお宅を訪ねて署名

をお願いして歩いています。午前 10 時から 1時間

くらい。平均すると 5～6筆、今日現在では 130 筆

を集めることができました。川奈地区で 600～700

ぐらいの世帯をまわったんじゃないかと思います。 

 なぜこういう活動を始めたかというと、一つは

これは個人でもできるんですよね。自分一人でで

きる、だから自分のペースでできるんです。今日

は風邪気味だからやめておこう、仏滅だからやめ

よう、と。つまり、無理しないでできる。誰でもで

きる、ちょっと根気があれば。 

二つ目は、近所をまわっていろんな人と直に話が

できる。フェイス・ツー・フェイスで話ができる。

私が戦争法や憲法改正の動きを話をする、と同時

に相手の人から意見・考えを聞くことが出来る。

二年ほど前の集会で、佐藤健治先生がこんな発言

をされました。「身内ばかりのところで話すだけで

はなくて、反対派の人にも声をかけて味方になっ

てもらうことが必要だ、そうしないと大きな勢力

にならない」と。佐藤先生は「その方法は自分には

わからないけれど」と逃げて、ちょっとずるいん

ですが。私も反対陣営の人を味方に引き入れる妙

案はないですけども、中間の人に話を聞いてもら

って理解してもらうことはできる。たとえば、「俺

は戦争法という言い方には違和感がある、あれは

戦争を目的にした法律ではない」という人もいる。

でも話していくと、「あんたがせっかく回ってきた

んだから、ご苦労だから署名してやるよ」と(笑い)。 

 時間がないんですけど、一番言いたかったこと

を最後に。政治をもつと身近に気楽に語れる文化

を作っていくことが必要ではないか、という思い

もあるんです。政治というと、生き死にかかわる

ような、敵か味方か、みたいなイメージがあるん

ですが、それはおかしいんじゃないか。政治とい

っても他の趣味や文化と同じ。気楽に、意見が違

っても気楽に話をすることが必要ではないか。そ

れが政治を身近なものにすることであり、政治を

自分たちのものにすることだと思うんです。 

 袋の中に行商中の印象的な出会いを書いておき

ました。売れる日ばかりではなくて、たった 3 筆

しか取れなくて疲れて帰ってくることもあるんで

すが、そこにあるような出会いがあっていろいろ

教えてもらって、非常に学べるんです。それを励

みにもう少し続けていこう、と思っています。(拍

手) 

 

司会 

続いて伊藤さん、お願いします。 

伊藤 

こんにちは。伊東市平和委員会の事務局長をやっ

ています伊藤と申します。今日は、話しすぎない

ように原稿用紙 2 枚に原稿を用意してきました。

実は、伊東に「総がかり行動 伊東連絡会」という

のがありまして、高田さんには無届で名前を使わ

せていただいております。中央の提起－スタンデ

ィングだとか署名など－に伊東でどうこたえてい

くのか、その組織が必要だということで設立をし

ました。参加している団体は、伊東九条の会、新婦

人伊東支部、千人委員会、共産党、年金者組合、平

和委員会、伊東市職、などの 7 団体です。民商の

方もオブザーバーとして参加していただいており

ます。こういう団体を組んで、中央の呼びかけに

応え、また伊東での活動を集約しよう、というこ

とで活動しております。現在、伊東で 2000 万署名
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がどれくらい集まったか。共産党が 2,500、市職が

1,700、民商が 1,600、新婦人が 500、平和委員会

の城ケ崎サークルが 150、それから個人で集めら

れた方もいらっしゃって、合計 6,500 以上。結構

集まってはいるんですが、連絡会としては伊東の

目標を 1 万 2 千と決めました。まだ、半分やっと、

という状況なんですね。 

 他の活動ですが、毎月 19 日にスタンディングを

やってきました。伊東にはシンボル的な場所がな

いので、伊東市観光会館の前と伊豆高原のマック

スバリューの前で二か所でやってきました。2 時

と 4 時と時間を決めて。そう決めておけば大勢の

方が参加できるのではないかということでやって

きました。最近は年金者組合の方が独自にやると

いうことで、スタンディングも広がってきていま

す。 

12 月のスタンディングのときには、始める 1 時

間前に地域をまわって署名を取り 100 筆ぐらいは

集まりました。それから、河津で、桜祭りって有名

ですよね、その河津に新婦人の呼びかけと共産党

も応えて、12 名で行って 95 筆集めてきました。 

 締めですが、総がかり行動と言っていますけれ

ど、高田さんの言うような「総がかり」にはまだな

っていない、残念ながら。本当の意味で「総がか

り」にしていかないと残り 6,000 というのは難し

いと思うんですよ。自公の過半数割れ－高田さん

は 1/3 を取る、とおっしゃいましたけれど－のた

めに全力を尽くしていきたいと思いますので、皆

さんと一緒に頑張りたいと思います。よろしくお

願いします。(拍手) 

 

司会 

 ありがとうございました。それでは日吉さん、

お願いします。 

日吉 

 こんにちは。伊東から参りました日吉雄太です。

私が何を活動しているかというと、スタンディン

グをしたり、ビラを作ってポスティングに歩いた

りしています。先日 2 万枚のビラが届いて、それ

を頑張らないと、という状況です。最近街宣車を

作ろうということでスピーカーを入手して、これ

から街宣活動もしようかな、とそんな状況です。 

 私、職業は公認

会計士ですが、同

僚と話していて

も、戦争法といっ

てもピンとこない

んですね。会計士

というのは企業の

監査をやるわけで

すけど、粉飾決算

を見抜けない、と

社会からお叱りを

受けるんですけども、数字を見て現実の企業の活

動がどういうことをやっているのかということが

思い浮かべられないと、やはり粉飾決算を見抜け

ない。会計士は日経紙を読むんですけど、日経を

読まないと会計士ではない、そんなところがある。

ただ、新聞を読んでも、想像力が湧かないという

ことで、そこに戦争法の記事があったとしても、

自分には関係ないことだというイメージで過ごし

ているのかな、と。私は同じ会計士仲間の人に、こ

の戦争法がどういうものか、とくとくと訴えてい

るんですけども、そういうこともしていかなくて

はいけないのかな、と思っております。 

 今日の高田さんのお話の中で、1+1 は 5 にも 6

にもなっていく、というお話がありましたが、そ

の通りでございます。でも、敵は逆にそれを分断

しようとしてくるわけです。福島の原発のことも

そうですけども、実際に福島にいて被害を受けら

れた方、汚染した食べ物を回避される方、消費者

も福島の方も被害者なんですけども、その人たち

を敵対させようとして分断する作戦をとってきま

す。政党もそうです。政党同士が共闘しようとい

ったときには、敵はそれを分断しようとして、い

ろいろな攻撃が行われてくる。先日も、日本共産
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党さんに対して不当な攻撃があった、と認識して

おります。そういったものを私たちは回避してい

かなければならない、と思っております。私の言

葉でありませんが、こんな言葉があります。彼ら

が最初に共産主義者を攻撃したときに、私は共産

主義者ではなかったので声をあげなかった。次に

社会主義者を攻撃してきたときに、私は社会主義

者ではなかったので声を上げなかった。そして、

労働組合を攻撃してきたときに、私は労働組合員

ではなかったから声を上げなかった。そして、彼

らが私を攻撃したときには、私のために声を上げ

てくれる人は誰もいなかった。 

こういった状況になってしまいます。まさに今、

民主主義自体が攻撃されている状況でございます

ので、私は私で、例えば会計士業界の人たちにア

ピールしていこうと思いますし、一人一人がそれ

ぞれの活躍している分野において一人でも理解者

を増やしていく活動が必要ではないかな、と思っ

ております。今日はどうもありがとうございまし

た。(拍手) 

 

司会 

 ありがとうございました。最後に重岡さん、お

願いします。 

重岡 

 皆さんこんにちは。伊東市で日本共産党の市会

議員をやっています重岡といいます。今発言して

くださった日吉さんは生活の党で来ていただいて、

自分で名乗らなかったのでご紹介したいと思いま

す。街宣車を作られるということなので、そのう

ち私も一緒に乗せていただけたらありがたいなと、

と思っています (拍手) 。 実は今日、民主党が民

進党という名前に変わるということで、本当は民

主党さんもお呼びしたかったのですが、今日はそ

のための会合を「ひぐらし会館」でされる、という

ことです。私も一応招待を受けていたのですが、

この会に出るということで、今日メールを入れま

した。「お互いにほんとはメッセージでも交わした

らよかったのかな…」と書いて送りました。この

間、私たちが「春の呼ぶ集い」というのをやったと

きにも、初めてですね、民主党の市会議員さんが

来てくれましたし、日吉さんも来ていただいて、

少しずつ伊東の中でもそうしたつながりが出来て

きたというか、これからまた作っていかなくては

いけない、と思っています。 

本当は日本共産党を代表してここで格好いい政

策などを言わなくてはいけないと思うのですけど

も、今日高田さんのお話に私は大変感動してしま

って、最初にお礼と感想を言いたいと思います。

やはり運動を統一してくる過程が、いろんな運動

が三つに分かれたりしている中で、陰でそういう

努力があったということを私たちは知らないで、

「総がかり行動」と言っておりました。私の政党

も、これまでどんな小選挙区にも、勝っても負け

ても－ほとんど負けていましたが(笑い)－高い供

託金を払って候補者を出しつつづけてきました。

それはそれで、政策的な一致ができなかったりし

た中で、意味はあったと思うのですが、今回は、高

田さんを初めとする国民の皆さんの大きな流れの

中で、私たちの政党も、9 月 19 日に法案が通った

直後に国民連合政府を作る、という狼煙を挙げた

んです。やはり今、私が思っていることは、中央で

はそうしたことが進んでいるけれど、私たち一人

一人が地方で今までの様々なわだかまりを超えて、

大きくつながって運動していく力を作っていかな

くてはいけない。一人一人が変わっていかなけれ

ばならない、ということをほんとに今日のお話か

ら、しみじみ思いました。この国を変えていく、安

倍政権を倒すのは一人一人の市民だと思うんです

ね。この間、共産党の中の会議で、「市会議員に頼

りらないで一人一人がマイクを握りましょう」っ

て言ったら、後から「『市会議員に頼らず』なんて

言っちゃダメだよ、『私が先頭に立ちますから皆さ

ん頑張りましょう』と言いましょう」と、ちょっと

苦情がありました。私は、シールズのことを考え

ても、この間の「保育園落ちた、日本死ね」と言っ
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たお母さんたちの動きを見ても、当事者が声を上

げる時だと思うんですよ。私たちももちろん議員

ですから、頑張りますが、戦争法だけではなくて、

年金の問題でも、奨学金や教育費の問題でも、介

護の問題でも、いろんなところで困っている方が

いらっしゃる。その人たちが声を上げていくこと

が安倍政権を倒していくことになると思います。 

 先ほど受付のところで、「今日署名をやってきた

けど、2000 万署名は賛同してくれる人がもうやっ

てしまって、これから増やしていくのが大変なん

だ」と。「抑止力だ」といっている人たちとこれか

ら対話して増やしていかなくてはならない。そう

いう段階に伊東でも来ている感じがしています。

あらゆる手段で、参議院選挙を戦うために策を練

らないといけないと思います。私も教員をしてい

たので教え子もいます。これから三カ月間、さま

ざまな人と対話をして、この参議院選挙、安倍政

権を倒していく。私も全力を傾けたいと思います

ので、お集まりの皆さん、一緒に頑張ってまいり

ましょう。(拍手) 

 

司会 

 どうもありがとうございました。ここからはフ

リーで、それぞれが思っていることを言っていた

だいて、皆で意見を交換しますので自由にご発言

をいただきたいと思います。ご発言していただけ

る方は挙手をしていただけますか。 

 

A さん 

 今ヤフーのニュースを見たら、全国で 15 選挙区

で統一候補が出来たということです。(拍手) 

〇〇と言います。元教諭で、今ラジオの FM 伊

東で安保法反対の話しをしゃべっていますけれど、

反応はそれほど多くはありませんが、首になるま

ではとりあえずやろうかなと思っています。僕も、

高田さんが言われた部分と同じでしょうか、新た

な戦前という感覚、このまま行ったらマズイな、

という意識があって、自分としては珍しく署名を

集めて 100 人を超えました。湯川の銭湯を出て一

服していたところで、92 歳のおじいさんに声かけ

たら、「私は戦争に行ったけど、戦争には反対だよ」

ということで署名をいただきました。伊東公園で

お弁当を食べた後に、老人の方と親子に話しかけ

たら、「横須賀に住んでいるけれど、今母親が老人

ホームにいる。私も反対だけど、私は横須賀の方

で署名をします」というメッセージもいただきま

した。彼女が言っていました。「私は米軍の基地か

ら 10 メートル離れたマンションにいるけど、私の

隣の部屋は米兵です。米兵は日本の思いやり予算

でものすごく安いテナントでそのマンションに住

んでいるんですよ」なんてメッセージをいただき

ました。できることは少ないですが、ラジオでの

呼びかけも含めて、これからも署名を集めて 7 月

の参議院選挙、より多くの人に声をかけていきた

いな、と思っています。以上です。(拍手) 

 

司会 

 ありがとうございました。いろんな立場の方

がご発言いただいているんですが、他にもよろ

しくお願いします。 

 

B さん 

 △△と申します。参議院選挙で是非とも 1/3 を

取りたいという思いはひとしお強いものがあるん

ですが、とても心配していることがあります。選

挙の開票に関する公正さということです。不正選

挙というと、すぐ「それはデマだろう」とか言われ

るんですけれど、私の友達が選挙の開票に立ち会

ったんです。「思っていたのと全然違うのよ」と教

えられたんです。皆さんは昔の開票作業のことを

思い描いているのではないかと思います。集まっ

てきた票は机の上にバァーと広げられて皆が手作

業で確認する。そうではではないんですね。機械

にバッと入れられて、バーと振り分けられて、500

とか集まって帯封されたものが立会人の前に置か

れるんだそうです。封されたものをめくってみる
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ことはダメなんだそうです。「判を押してくれ」と

いわれて、「何もしていないのに納得いかないな」

と思っても、アアダコウダと言う隙もない、とい

うことなんです。 

 期日前投票の時の箱の管理というのも、悪意が

ある人ならどうにでもできる、というものらしい

んですね。公正さということに関して、みんなの

前で確かめてもらうということってできないのか

な、って皆さんに考えてもらいたいと思って、一

声上げました。(拍手) 

 

司会 

 ありがとうございました。様々な方からご意見

が出ています。戦争法を廃止しようということで

みんなが集まって、1+1 を 5 にも 6 にもして行こ

うということが言われていると思います。参議院

選に向けて何とか野党の力を強めて安倍政権を窮

地に追い込んで行きたいというのが共通の思いだ

と思います。 

 

C さん 

 今日は高田さんに本当にわかりやすいお話をい

ただきまして、こんなに理解できるレベルでお話

ししていただくことが今まであったのかな、と本

当に感謝しております。高田さん、どうもありが

とうございました。 

司会 

 自分のご意見はいいですか。 

C さん 

 自分の意見ですか。この会場に来られたこと、

いつも遅いのに早々と 500 円を封筒に入れたこ

と、それに尽きると思います。どうもお世話様

でございました。 

 

D さん 

 八幡野に住んでいる□□です。先ほど高田さん

が見せた国会前の大群像の中の前の方に私もいて、

その前の閣議決定から何回か国会前に行っていま

して、高田さんとは接近遭遇しています。 

 3 月 29 日施行の日ですね、いてもたってもいら

れなくなって、湯ノ花通りの入り口のところで、

ギターとマイクをセッティングしまして弾き語り

をやりました。「戦争法って知っている？今日から

だよ」ってアドリブで歌いました。「アホな首相が

一人決めれば自衛隊が明日から戦場に行っちゃう

んだよ、わかっているかい」って迫力のある声で

がなりました。かなり、皆さん反応よかったです

よ。わかりやすく言う、これが本当に大切なんで

す。戦争法って新聞テレビで流れていても、「何な

んだ？」。「明日から自衛隊が行けるようになるん

だよ」って僕はブルースでがなった。ここへ来る

前も交差点で 40 分間一人でスタンディングをや

つてきました。毎月 3 日は澤地さんがおっしゃっ

ていた『アベ政治許さない』のプラカード、全国ス

タンディングの一環ですね、あれも僕は半年以上

続けています。どうぞ皆さん、一人一人が自分に

できることを思い切りやりましょう。頑張りまし

ょう。(拍手) 

 

司会 

 わかりやすく伝えようということですね。発言

は大変わかりやすく私もわかりました。ありがと

うございました。他にもご意見を。 

 

E さん 

 私、山口県の県民の方がどういう風に考えてい

るのかいつも気になるんですよ。山口県立美術館

に香月泰男というシベリア抑留を描いた人の絵が

すごく好きで、見に行っていたんですよ。その時

に通った山口市役所は「反核宣言都市」とか、石碑

に書いてありました。商店街の人や美術館の人に

チラッと聞いても、大人しいですね。香月泰男さ

んの壁画の正面に立ちますと、この人はすごく勇

気があった人だな、と思って、こういう人たちの

中で安倍というのが選ばれているというのはどう

いうことかな、と考える。少しでも彼の票が落ち
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ることを願っています。(拍手) 

 

F さん 

〇〇と申します。高田さんは郡山のお生まれだ

そうですね。私は白河の生まれでございまして、

非常に近いですね。私は敗戦の年に小学校 6 年生

ですね。高田さんは私より 10歳ほどお若い。だか

ら、私は第二次大戦、日本の戦争を知っておりま

す。何で日本は戦争をしたのか。一言でいえば侵

略戦争ですよね。侵略戦争というのは領土問題で

す。しかし、これから起こる戦争というのは、起き

るとすれば何で起こるのか。侵略戦争はたぶん起

こらない。領土を取っていく、それなら守ってい

ける。今は大企業が儲けるんだろうと思うんです

ね。私の兄のお父さんは、大企業の社長だったん

ですが、だいぶ前に「もう商売が成り立たない、だ

から武器産業をやる」と言っていました。たぶん

これだと思います。海外に多国籍企業というのが

できていますから、海外で安い労働力を使って商

売をやっているわけですね、日本は。そこが攻撃

されると、必ず守りに行くはずなんですよ。そう

すると戦争になっていく。昔から戦争というのは

武器が発達しているところが勝っているんですよ

ね。今の武器は核爆弾とかロケットですから、そ

の技術を持っているところが勝つ。その技術を持

っているのは大企業。ここから戦争が起こってく

ると私は思う。それを防ぐにはどうするか。昔は

何も知らされていませんでしたから、大本営発表

とかって。それはもうできなくなりつつあります

ね。エー…時間でございます。(笑いと拍手) 

 

司会 

 生々しい戦争体験を踏まえて、これからの戦争

はどうなっていくのかを皆で考えていきたい、と

いうご趣旨だったと思います。あと一名、時間が

あります。 

 

G さん 

 △△と申します。私は子どもの時から「絶対戦

争なんてしないんだ」と信じ切ってこの年まで来

て、去年の 9 月に強行採決をしたのを見たときに

は、ホントに怒りで震えました。政治に関係する

こと私には全く関係ない、と思って生きてきたん

ですけれども、「これからは自分の子どもたちが、

子どもや孫たちが戦争に行く道筋が出来たんだ」

と思ったら口惜しくて、口惜しくて…。私は結構

引っ込み思案なんですけれども、こういう活動に

少しでも関わっていければ良いな、と思って今日

参加しています。こういう情報があれば、時間が

許す限り参加していきたいと思います。よろしく

お願いします。(拍手) 

 

司会 

 たくさんの方に発言していただきました。こう

した皆さんの気持ちがまとまれば伊東でも 1+1 が

5 にも 6 にもなるのかな、と私は思いました。そ

れでは、今の皆さんの発言を踏まえて今日のまと

めを高田さんによろしくお願いしたいと思います。 

 

高田 

 戸別訪問とか、スタンディングとか、皆さんい

ろんなところで頑張っていらっしゃるんですね。

レジュメの一番最後に書いておいて言わなかった

んですけども、最近の特徴というのは全国のいろ

いろな人がそれぞれの行動を起こすんですね。私

は昔から市民運動をやってきたので、いろいろな

集会とかデモをやるのは最低 100 人くらいいない

と格好悪いかな、とか、150人くらいは集めたいな、

とかそんなことばっかり考えて、そこにあくせく

あくせくしてきたような気がするんですね。最近

の運動の特徴は、一人でもやっているんですね。

小田実さんは「一人でもやる、一人でもやめる」と

言ったんですよ。自分がつらくなったら一人でも

やめる、でも、大事だと思ったら一人でもやる。私

はこれは市民運動の極意だと思うんですね。最近

の運動の特徴はそれだと思うんです。いろんな人
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が、ともかく一人でもやる。自分で「このことが大

事だな」と思ったら、自分でプラカードを勝手に

作る。これがまたいいんですよね。すごく味があ

って。一見、もう少しうまく書いたらと思うのも

ありますが、すごく味があっていい。そういう、全

国で一人でもやるという人がたくさんいるのが、

すごく嬉しいですね。 

先日、長野県

の一番南の端っ

この村に行った

んだけども、そ

こは1500人の署

名を集めるのを

目指している。

村ですから、繁

華街というのは

ないんですね。

役場の前の十字

路みたいなところに三人ぐらいたってスタンディ

ングをしていた。全国でそういう運動が流行り出

したというのはすごく良いことだと思うんです。

誰かが、今新しい市民革命の時代だ、と言ってい

るんですね。私もそう思うんですよ。市民革命と

いうと、何か大変なことのようですけれども、自

覚した一人一人の、国会の前に何万と集まってく

るような市民の人たちが自分の意志で行動して主

張する、自分の主張を絶対に国会に届けようと思

って。「保育園落ちた」もそうですよね。あの人が

一人で言ったからずぅーと広がった。安倍さんに

はその意味が分からなかったと思うんですが、あ

あいう風にいろんな人が自分の行動をすることに

よって、伝わっていって、それが社会的に大きな

影響を与えていくような時代、そういう時代に私

たちは運動をやっている。 

この市民革命の目標というのは憲法の三原則だ

と思うんです。政党だったら綱領があったり大き

な政治方針があると思いますけれども、市民の動

きは憲法の三原則で良いと思うんです。基本的人

権と民主主義と平和主義の三原則をこの社会で本

当に実現していくこと。まだ実現していないんで

すね、憲法には書いてあるけれども。これを、みん

なして色々な所でやっている行動が寄せ集まって

大きな流れになっていく。5年かかるか 10年かか

るかわかりません、私が生きている間にそれが実

現するかどうかもわかりませんけれども、憲法の

三原則をこの国で実現していくような、とりあえ

ずそこで大きく一人一人の市民が連携したら、私

は大きな市民革命が始まっていくんだと思ってい

るんですね。最近、「市民革命、市民革命」と言う

学者さんも結構出てきたんで、私は嬉しいな、と

思っています。 

とりあえず、当面の参議院選挙。何としても安

倍さんを倒すためにできるだけのことをやりまし

ょう。それぞれが工夫して、例えば北海道(補欠選

挙)のために、何の伝手もないのに、何かできない

かな、と。いろいろなことを通じて今度の参議院

選挙で勝ちましょう。7 月の投票日が終わって、

「安倍さんの 2/3 を阻止出来たね」と。それが日

本の市民革命の大きな一歩になる。私も呼ばれる

限りそういう話をしまくります。それぞれの仕事

の特徴を生かして大きな運動が作れたらいいかな、

と思います。今日は、話を聞いていただいて本当

にありがとうございました。 (拍手) 

 

司会(林) 

高田さん、どうもありがとうございました。皆

さん、お礼の意味を含めてもう一度盛大な拍手を

お願いします。(大きな拍手) 

( 

(

(以上) 

 

※注 

以上の記録は録音を文字に起こしたものです。
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【アンケート結果】 

        

(1) 高田健さんの講演を聞いてどんな感想を持ちましたか、またご意見があればお書きく

ださい。 

 

①日々忙しい毎日に追われながらの生活に何かと後回しにしてきた"戦争法廃止、九条改悪阻止”。

改めて時間を設けて、協力できることには行動していきたいと感じた。「総かがり行動」を組織して

いく苦労を知って、改めて署名活動頑張りたいと思う。 

②易しく全体の流れをはなしていただき、全国の流れや動きが良くわかり、今の流れに確信を持つ

ことが出来ました。頑張りたいと思います。 

③私も市民運動にかかわってきましたが、本当に難しい!!考え方が千差万別でなかなかまとまらず

……先生のような先頭に立つ方には頭が下がります。健康に留意してご健闘をお祈りします。 

④心にしみる、そして具体的に今何をするのかが理解できる素敵な講演でした。 

➄総がかり行動実行委員会発足の経緯が聞けてとても参考になりました。市民のつながり作りに役

立てていきたいです。 

➅高田さんの活動を知って、すごい!と思いました。”2015 年安保"という認識と、その後にこれま

でにない動きが生まれているという希望を持てる話を聞いて、ここに来て大変良かったと思ってい

ます。これから自分も行動したいです。 

⑦私の中で、まさか戦争になんてならない、と漠然と思っていました。今回は違います。日本の津々

浦々に反対をひろげていかなくては。時間がない!とても話の内容が深かったです。感動しました。

ありがとうございしました。 

⑧わかりやすく人の心に訴える話だった。さあ、やるぞ、という気が起こった。(昨日も北海道の友

人 3人に池田まき応援をお願いしました。) 

➈東京へ個人的にデモは何回か参加しています。地元でどんなことが出来るか、いつも心が沈みま

す。玄関のポスト脇に金子兜太さんの「アベ政治を許さない」を掲示しています。 

⑩実践家のお話で大変参考になりました。 

⑪参議院選挙の重要さがよくわかりました。 

⑫久々に良い話を聞けたと思いました。総がかり行動実行委員会の内容(苦労など)を初めてお聞き

し感動しました。 

⑬一人一人がやることの大事さが良くわかりました。 

⑭ありがとうございます、良い話を聞かせていただいて。2000 万署名が気になりながら動けない自

分。年賀状 100 枚頑張ったのだから、その人たちへの思いと行動の不一致から抜け出す勇気をいた

だきました。 

⑮高田さんの話を聞いて、何としても戦争法廃止に向けて署名を頑張って集めようと、さらに気持

ちが高まった。総がかり行動実行委委員会が出来るまでの苦労話が聞けてよかった。私もがんばら

なくちゃ。6/5 国会前にも行きたい。 

⑰久しぶりに素晴らしい講演を聞くことが出来、現状と展望がはっきり分かった。 
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⑱バラバラだった分裂状態を脱して「総がかり」を作ったプロセスが素晴らしいと思った。 

⑲「総がかり」の意味を重く受け止めている。分裂していることの無意味さをやっと克服できた勢

いを強めていきたい。この点をもっと強調しても良いと思う。 

⑳「新たな戦前」という感覚は僕にもありました。このままじゃマズイという感覚で署名を集めて

います。7月の参議院選での 1/3 獲得、ぜひ実現するべく、できることに取り組みたいです。 

㉑大変わかりやすく、かつ一番大切な基本をお話しくださって感動しています。後は実践あるのみ

ですね。 

㉒よかったです。 

㉓わかりやすい話でとても理解でき、「政治はねぇー」と言っている人に話す参考になりました。関

心はあっても表現しない人たちに、署名という道具を使って動こうと思います。 

㉔安倍政権絶対倒すべきだと強く思いました。 

㉕多くの人が共通の思いを持っている事を実感し、勇気をもらいました。出来るだけのことをやっ

ていきたいと思います。 

 

 

(2) 市民、市民団体、政党関係者の報告と意見交換について、どんな感想を持ちましたか、

またご意見があればお書きください。 

 

①それぞれが自分のできることを個人個人で行動していることを改めて感じました。一見バラバラ

に思えることが、実は、同じ思いを持って統一された行動に発展してきているのが実感できました。

私もその一人になりたいと思いました。 

②参議院選を前にした選挙総結集のような感じ。どう戦争法を廃止に持っていくのか、またどのよ

うに憲法改悪を阻止するかの討論がない。 

③地道な活動に感謝。こうした人の陰の活動が社会の活力になる。将来を作っていくことこそ大切。

一人一人の声が政治にも教育にも生きてくると思う。 

④是非、総がかりで。 

➄市民一人一人が「戦争とは？」「この戦争法何なのか？」という思考を止めてはならない。わかり

やすく訴えることが大切なんだ、と思いました。 

➅東伊豆町からの参加です。下田では時折集会とデモをしています。風力発電に反対してきたけど

負けてしまった。でも、憲法改悪には負けるわけにはいかない。 

⑦三好さんの話が良かったです。「反対派を変えることは簡単ではないが、中間の人は…」には、改

めそうだな、との思いを持ちました。 

⑧署名の呼びかけ団体で、民進党、社民党、生活の党などの団体名がありません。政党として取り組

んでいないのでしょうか。伊東にも支部はあると思いますが。 

➈伊東の中でも政党間協力が進むと良いなと思いました。日吉さんの話も良かったと思いました。 

⑩それぞれ良かったです。 

⑪多くの団体・市民がまとまった行動はやり易いはず。そして、参議院選挙でとにかく安倍政権を

倒す。 
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⑫野党協力が具体的な形で子の伊東でも少しずつ現われていることに希望を持った。 

⑬伊東市内でもより多くの人、団体と同じテーブルにつくチャンスを持ちたいですね。未開拓の分

野に切り込みたいですね。 

⑭いろいろな考えの方々が同じ思いで発言され、戦争に反対し平和を守る運動に力強さを感じた。 

⑮これからも頑張ってください。 

⑯市民一人一人が考え、行動することが大切だと思う。 

⑰個人でできることをしたいと思っています。第一歩がこういうところで勉強したりすることだと

思っています。こういう場所を提供してくださってありがたいと思っています。 

 

 

(3) 戦争法を廃止し、九条の改悪を阻止するためにどんなことが必要だと考えますか、ま

た、希望する企画などがありましたらお書きください。 

 

①高田さん、ありがとうございました。是非、今後とも頑張ってください。日本に真の市民革命を!! 

②憲法について語り続けること、若者の関心を得ること、信念をもつこと。憲法の何たるかを子ど

ものころから教え、話し合うこと。学校で教えることなんて無理(政権が変われば教え方も違う、な

んてことになってしまうので)。 

③自分の意見を意思表示すること、と思っています。 

④憲法をもっと身近に感じられる学習会を。気楽に親しめる「憲法カフェ」とかどうでしょうか。 

➄選挙で安倍政権への反対票を生かせる候補者を立ててもらうことが市民の要求だと思います。 

➅新聞の意見広告だけでなく、この地区でもチラシなど作って撒く運動も必要ですね。 

⑦ビラなどの訴えのポスティング・グループを作れないでしょうか。 

⑧昨年の 11 月に、平和の集いのコンサートがありましたね。このような催しがまたあれば良いと思

いす。(友人・知人を誘いやすい) 

➈今日伊豆高原駅前で署名活動に参加。桜の方に気が行き、なかなか署名しない若者、観光客。やっ

てくれた人数は少なかったが…でも大事にしたい。 (79 歳の男性) 

⑩九条改悪の危険性は多くの人に共有されているが、緊急事態条項の危険性については知られてい

ない。九条改悪よりもさらに恐ろしいこの改憲についてもっと広めてほしい。 

⑪とにかく選挙に勝つこと。”一人でもやる”素晴らしい言葉でした。一人でもできる、一人だか

らできる。元気づけられます。 

⑫デモ・集会・集い。伊東市内ピースウォーク。 

⑬署名、デモ、集会。個人が何で動くか、何をすればよいのか。 

⑭一人一人が意志を示すことです。静かな言葉でも良いです。 

⑮街頭署名行動を市民ネットでするのはどうですか。戸別訪問で署名行動を始めます。 

⑯"戦争法"という言い方はピッタリなのですが、「平和安全保障関連法」というまやかしの名称をク

ローズアップすることも必要ではないでしょうか。 

 

                                  (以上) 


